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令和４年６月 17日 

関 係 各 位 

日本商品先物振興協会 

第 23回通常総会の議決事項について 

去る６月 16 日に開催した第 23 回通常総会におきまして、以下の各議案が承認されまし

たのでお知らせいたします。 

第１号議案 令和３年度事業報告（案）及び収支決算（案）について 

令和３年度事業報告（案）及び収支決算（案）が審議され、承認された。概要は以下の通

り。 

【令和３年度収支決算（概要）】 

（収入の部） 

入会金 100千円 

雑収入 65千円 

運営準備積立金取崩収入 23,000千円 

退職給付引当預金取崩収入 500千円 

前期繰越収支差額 814千円 

収入合計 24,479千円 

（支出の部） 

事業費 5,420千円 

(1) 制度改善推進事業費 1,109千円 

(2) 企画調査事業費 950千円 

(3) 情報発信費 3,361千円 

事務所費（賃料＋人件費） 13,112千円 

退職給付引当金支出 4,546千円 

支出合計 23,078千円 
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次期繰越収支差額 1,401千円 

 

運営準備金の状況 

（１）期首運営準備金残高 72,424千円 

（２）期中取崩高 23,000千円 

（３）期末運営準備金残高 49,424千円 

 

【令和３年度事業概要】 

概ね以下の取組みを行った。 

１．金融所得課税一体化への取組み 

令和３年度税制改正大綱（令和２年12月10日公表）において、デリバティブ取引を利

用した租税回避行為を防止するための方策として「時価評価課税」が盛り込まれたこと

を踏まえて、以下の取組みを行った。  

（１）各種会合への出席及び意見表明 

以下の各会合に出席し、商先業界の状況について適宜説明した。  

①金融所得課税一体化に関する当局・関係業界会合（令和３年２～３月） 

②金融所得課税の一体化に係る研究会（同５～７月） 

③自由民主党議員次世代金融研究会への参加（同４月） 

④日本取引所グループ及び日本証券業協会等との意見交換（同８月） 

（２）税制改正省庁間要望に係る金融庁案（以下「金融庁案」）に関する説明会の開催

（同８月） 

（３）金融庁案に関する会員アンケート調査 

（４）自民党に対する要望書の提出 

商品先物取引に係る「令和４年度税制要望」について、11月 16日に自由民主党農林

部会等に、11月 26日に同じく経済産業部会に提出した。 

 

２．消費税インボイス制度への対応 

令和５年10月１日から消費税の仕入税額控除を行うためには適格請求書（以下「インボ

イス」）が必要となり、①それはＯＳＥに上場されている貴金属やゴム並びに農産物等の

受渡決済においても例外とされないこと、②インボイスの発行は適格請求書発行事業者

（以下「課税事業者」）に限定されるため一般個人や非居住者が渡方になる場合にはイン

ボイスが発行されないこと、③渡方は課税事業者だけではないため渡方によって仕入税

額控除ができる玉とそうでない玉が混在することで決済代金の予測が困難となり、これ

を放置すると貴金属市場等の取引が冷却されることから以下の対応を行った 

（１）税制要望書への記載 

（２）事業者向け説明会及びアンケート調査の実施 
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第２号議案 会費の徴収について 

年間の運営経費が概ね 2,400 万円前後の所、2022 年 4 月時点で運営準備金の残高が約

4,900万円と、残り２年分の運営資金しか残っていないことから、以下の体系により、運

営経費の 50%に相当する額を会費でカバーする件が審議され、承認された。 

会員種別 会費月額 

・取引所取引参加者 

・本会役員である社 
8万円 

・上記以外の社 5万円 

 

第３号議案 任期満了に伴う新役員の選任について 

今次通常総会開催日をもって理事・監事の任期が満了となることから、次期役員を選任す

る件について審議され、以下の通り次期役員が選任された。 

また、理事の互選により（３）の通り正副会長が選任された。 

（１）理事 10名（理事定数：6人以上 10人以内） 

有 馬 誠 吾   ㈱コムテックス 代表取締役社長 

岡 地 和 道   岡地㈱ 代表取締役社長 

車 田 直 昭   大起証券㈱ 取締役業務本部長 

釼 持 宏 昭   北辰物産㈱ 代表取締役社長 

多々良 實 夫   豊トラスティ証券㈱ 代表取締役会長 

姫 野 健 一   岡安商事㈱ 取締役社長 

二 家 勝 明   日産証券㈱ 代表取締役会長 

細 金 英 光   フジトミ証券㈱ 代表取締役社長 

依 田 年 晃   サンワード貿易㈱ 代表取締役社長 

谷 口 太 郎   先物協会事務局長 

（２）監事 ２名 

若 林 正 俊   ＡＩゴールド証券㈱ 代表取締役社長 

成 道 秀 雄   成蹊大学経済学部 名誉教授 

（３）正副会長 

会 長 多々良 實 夫   豊トラスティ証券㈱ 代表取締役会長 

副会長 依 田 年 晃   サンワード貿易㈱ 代表取締役社長 

 

 

以 上 
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